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平成 19 年度 「参画と協働関連施策の年次報告」の作成方針（案） 

 

１ 目的  

県民の参画と協働の推進に関する条例第 11 条に基づき、県民生活審議会での審議を

行い、平成 19 年度に実施した参画と協働関連施策の成果と課題、今後の推進方向など

を明らかにする｢年次報告｣を作成し、時宜を逃さず、施策の補強や実施方法の工夫な

ど迅速なフォローアップに取り組む。 

 

 

 

 

 

２ 作成時期  

10月公表を目途に作成 
 

３ 内容  

（１）対象とする施策 

    ｢平成 19 年度参画と協働関連施策の展開方針(施策体系)｣に位置づけた 576 施策 

 

（２）構成 

    Ｐ２～Ｐ３のとおり 

    ○『本編』は、参画と協働の進捗状況や今後の取り組み方向等について、テー

マ性を持たせながらコンパクト（８ページ程度）にまとめ、県民にとって読

みやすいものとする。 

    ○『資料編』については、平成 22 年度に総合検証を控え、各年度の状況につい

て継続して把握しておく必要があることから、従来どおり、「主な参画と協

働施策」の詳細な実施状況、施策体系に記載する全施策についての実施状況

等をとりまとめる。 

 

４ 作成スケジュール  

６月    ○第１回 県民生活審議会－参画・協働推進部会（作成方針） 
 
８月～９月 ●庁内調整 

      ◆県議会への説明・協議 

     ○第２回 県民生活審議会－参画・協働推進部会（年次報告） 

 
10月    □記者発表（政策会議報告） 
 

（年次報告） 
第11条 知事は、毎年、県民の参画と協働の推進に関する施策の実施状況を明らかにする年
次報告を作成するものとする。 

２ 第６条第４項及び第５項の規定は、前項の年次報告について準用する。 

資料２
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□本編

項  目 主 な 内 容 

１ はじめに (１)参画と協働とは  ２）｢年次報告｣の役割  (３)｢年次報告｣の構成 

２ 平成 19 年度の

参画と協働施策の

実施状況概観 

(１)平成 19 年度の施策実施の状況 

 地域づくり活動の支援、県行政への参画と協働の主なポイントを整理 

 

(２)＜テーマ型調査＞ 参画と協働の手法活用の評価（試行） 

  ①「県政推進重点ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 50」を活用した評価（試行） 

    同ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに掲げる取り組みについて、参画と協働の手法活用の状況

を事業担当課が自己評価した結果に基づき、傾向を分析。 

 

  ②参画と協働関連施策を活用した評価 

    ■主な参画と協働関連施策の５カ年の状況調査 
参画と協働関連施策のうち、支援指針・推進計画の６つの展開方

向の柱から１施策ずつﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟし、平成 15 年度から平成 19 年度ま

での手法活用の変化や成果をみる（６施策） 
 

    ■代表的な事業をとりあげた状況調査 

      参画と協働関連施策を代表する事業として、「県民交流広場事業」と

｢地域づくり活動応援(ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ)事業｣を取り上げ、参画と協働の視

点から調査する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

     ○県民交流広場事業：総合政策部会で行う当該事業の評価･検証の中

で、参画と協働の視点からの評価も試みる。 
 

○地域づくり活動応援(ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ)事業：参画と協働の視点を踏まえ、

初年度(H15)以降の取り組み内容の変化や定着度、成果・効果につ

いて評価を試みる。 

           （30 事例程度(各県民局３事例程度)） 

     ・うまく展開している事例(多様な連携、広域的な活動等)から分析 

・活動に工夫の必要な事例や継続できなくなった事例から原因を把握 

 

(３)今後の推進方向（総括と課題） 

６つの展開方向 
(支援指針) 
□活動を生み・育む  
□活動を高め､支える 
□活動をつなぎ､拡げる 
(推進計画)  
□情報を提供する   
□知恵を出し合う 
□力を合わせる 

《主な参画と協働の視点例》 
ともに知る ○積極的に運営・活動の情報発信をし、参加者の意志疎通

や情報共有を図る工夫がされているか 
ともに考える○広く参加者の意見を反映した事業実施計画になっているか 
      ○誰でも気軽に意見を出し、全体で検討するしくみがあるか 
ともに取り組む○活動団体のﾘｰﾀﾞｰやスタッフの人材育成をしているか 
       ○多様な主体(他の団体やﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰｸﾞﾙｰﾌﾟ､NPO､専門家、

企業等)と連携しているか 
ともに確かめる○多くの参加者が関わる形で進捗をﾁｪｯｸし、成果や課題を

共有しているか 
ともに支える○みんなで参画・協働できるしくみ･体制がつくられているか 

平成 19 年度 「参画と協働関連施策の年次報告」の構成 

※太字は、今回新たに追加する項目 
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 ＜トピック＞ 

(1)市町での参画と協働の取り組み 

①市町の参画と協働の動向  

    参画と協働に関する条例・指針等や主な制度（PC 要綱・委員公募指

針等）の施行状況、主要施策の実施状況等の概要をとりまとめ（できる

だけ昨年度からの変化がわかるように記載） 

②市町と県との連携の状況 

   市町と県が協働して取り組む事業や両者の役割分担の状況等をとり

まとめ 
 

 (2)多様な主体との参画と協働 

    企業や NPO 等と協働で取り組む事業や活動の実施状況の概要をとりまとめ

＜参考：参画と協働

による活動事例＞ 

平成 19 年度に活動が始まった事例や話題となった事例を紹介 

項  目 主 な 内 容 

資料編－１ 
  主な参画と協働

施策の実施状況 

 

(１)地域づくり活動の支援施策(１３施策) 

(２)県行政への参画と協働を推進する施策(７施策) 

※ 各施策について、①概要、②実施フロー図、③実施状況、④課題と今後

の推進方向を記載 

資料編－２ 
 参画と協働関連

施策の実施状況 
 

 

・｢地域づくり活動支援指針｣｢県行政参画・協働推進計画｣の体系に基づき、576

のすべての施策・事業を整理（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ） 

 

資料編－３ 
(1)市町の参画と協
働の取組み状況 

 
 
 
(2)多様な主体との
参画と協働 

 

・県内市町における条例・指針等や主な制度（PC 要綱・委員公募指針等）の施

行状況、主要施策の実施状況、市町と県が協働して取り組む事業の概況等を

掲載 

※ 市町ごとの個票形式で整理 

 

・企業や NPO 等と協働で取り組む事業や活動の概況をとりまとめ 

□資料編 

 


